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第 98回国会 文教委員会 第 2号 Q58,(1983年 )

沖原豊氏の研究 (参考人発表)

卜①対教師 ②器物破壊 ③生徒間暴力による分類

鮭 重症国 (3つ とも)  アメリカ イギリス 日本

肝 中症国 (②と③)   フランス 西ドイツ イタリア カナダ

軽症国 (③) 韓国 インドネシア メキシヨ

・ 無症国 ソ連 中国 スペイン ポル トガル

ルゼ ンチン チリ

63カ 国の対応

第 1家庭との連携 第2学校規律の重視 第3カ ウンセリングの充実

第 4反暴力教育 (ドイツ :社会科の一部)第 5授業の改善

:・ 軽症国 カウンセ リング

餅 ・重症国 規律の維持

ア
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⑥

いじめ撲滅に向けて緊急分離措置の創設提言 自民党の文部科学部

会 (大久保注 :座長 三谷英弘衆議院議員〉

日テレニュース  2022/5/16(月 )20:13配信

自民党の文部科学部会は 16日、学校現場でのいじめ撲滅に向けて、いじめを行った児童に

対し、学校の敷地に入らないことを命じるなどの緊急分離措置を創設するという内容の提

言をとりまとめました。

提言では、いじめの加害者への処分は 3段階で、第 1段階として、日頭指導や保護者への

報告を行い、 が見られない場合、第 2段階で懲戒処分、 段階で lLにり
~

と り込 まれています。 (下 保 )

第 2段階の懲戒処分として、新たに、いじめを行った児童に対し、学校の敷地に入らないこ

とを校長が命じる緊急分離措置を創設すべきとしています。

措置の解除の際には、教育委員会が関与することも記載されています。

いじめを行った児童の「教育を受ける権利」との兼ね合いのため、措置は恒常的なものでは

なく、あくまでも緊急的な対応として行うということです。

部会は提言案を今週中に末松文科大臣に提出し、年内に新たな懲戒処分を創設するよう求

めるということです。


